



することを通して、 『葉隠』における武士の超越者との関わりを明らかに ることを目的とする。なお、本稿で超越者とは、キリスト教やイスラームでいわれるような唯一絶対の創造神のことで なく、日本で一般的に通用している「通常を越えた力あるもの」 意味で使用することにする。具体的には、神社に祀られる神々、仏、あるい 先祖の霊魂、死者の幽霊などである。　
さて、 『葉隠』思想の研究において、従来の説の多くは、主にある









































































































まとめると、佐賀鍋島藩の歴史（国学 を学ぶことで、龍造寺や鍋島のご先祖様方のご苦労やお慈悲、ご武勇 善根、ご信心などによって御家が永く続いていることを知り そのおかげでいま主従の契りが深い佐賀鍋島藩の奉公人とし 充実して生かされ いるこ を知り、そのことによってさらなる御家の長久を基礎付け べき する内容である。　
さて、本稿で特に注目したいのは、利叟の「御信心」である。ここ











































































































































である。現在の佐賀県佐賀市本庄町本庄にある。欽明天皇の頃創始された。そして、清久の頃、廃れていたのを再興し、清房が建立し、直茂が新 に神殿を建てたという。以降 歴 の佐賀鍋島藩主に信仰された。　
この本庄社に関して、 『葉隠』には、鍋島家の代々の主君と超越的





や仏といった超越的な者との深い関係を根拠付けるものとなっているといえよう。すなわち、参籠の際、どこからともなく現れ、故郷も親も知らず、やがて へと去って行った不思議な尼は、清久の信仰の深さに応じて現れた異界からの使いであると解釈 きる。そして神仏 超越性を帯びた尼は、清久と契り、子を産む。その生まれた子である清房は、半分は神仏の使いの血が流れ い ことになり、超越性を帯び ことになる。　
さらに、 『葉隠』において、そ 超越性は、鍋島家の子孫へと受け
継がれたとされ 。すなわち、孫の直茂 後述するように 『葉隠』において、夢で与賀社 前を通った際、 「暗くてしかたがな 」という神の声を聞き、白張り装束の神の姿を見たとされる（三 二八
（。













に超越性を帯びていると解釈できる説話があることを踏まえると、『葉隠』の編者がこの連続性を明確に意識して編集していたことは明らかである。 『葉 において 清久に始まる超越者 の深く親しい関係は、佐賀鍋島藩の歴代 主君へと受け継がれてい のである。　
さて、話を本庄社への信仰に戻すと、 『葉隠』において、その信仰





















仰していたのとは異なり 大切にする対象が先祖であるということである。高伝寺は菩提寺なので 歴代主君の位牌や墓がある。そしてそこには、先祖の霊魂が、いる、あるいは、お盆などにそこに来ると観念されていたはずである。ここでは 彦山権現や淀姫、豊玉姫といった神社で祭られる神々 なく、先祖の霊魂が崇拝 と っているのである。　
さらに、先祖の霊魂を崇拝する際には、先祖の功績が様々に称えら






















































ちなみに、与賀神社は もう少し時 を遡ると、もともと 、山口










田畷の戦いで隆信が島津との戦いに敗れ無念の最期 遂げ 際には自分もお供をして死のうと言い出したとい （三 二四
（。このよう
な直茂であるだけに、隆信 死後、その霊魂を供養したいという思は強く、また、その霊魂を守護神として信仰したとされ 。こ 点ついて、 『葉隠』には以下のエピソードが伝わる。　
隆信が戦死した後、直茂は、 「それがしは島原でお供をいたすはず
でしたが、一度薩摩に敵を討ち申すために、命永らえ、必ず かか








































すのか。すぐに穢多どもを召 連れ、拷問してあり ままを言わせますように」 う。 （中略
（
その後、生益は腑に落ちぬままその通り





































































の日峯直茂の位牌に差し上げている ところで 鷹狩 で得た鶴を捧げる行為は、江戸時代、将軍が鷹狩りで得た鶴を朝廷 捧げてい ことなどからも分かるように 大切な相手に最高の敬意を示す行為の一つであった。したがって ここで勝茂は、直茂を 鷹狩り 鶴をただちに捧げるほど 、最も大切な存在と て扱っ るのである。　
また、勝茂が直茂を判断の基準としていたことについては、以下の































受け、実践しようとしていた点については、以下の説話が裏付けとなる。すなわち、直茂が死ぬ直前に病気が切迫した際、勝茂が面談 たときに「国家を治めますのは、良い人 持つに極まる」との言葉を聞いた いう（四の五五
（。実質上の遺言である。勝茂は、直茂より国






神を篤く信仰し、保護してきた。とはいえ、では勝茂が単純に迷信深かったのかといえば そうではない 他方勝茂は 合理的で醒め 視点を併せ持っていた。この点については、以下の説話 注目され 。　
ある年の元旦、息子の直澄（初代蓮池藩主（が、勝茂の とに遅く




















で継嗣だった忠直の長男であ た。忠直は 母が徳川家康 養女だったため、三人の異母兄を差し置いて継嗣 された。しかし、二十三歳で疱瘡にかかり夭逝する。その跡を継いだのが、光茂であっ 。とは













































聞書五には、光茂がその忠直へ孝行と供養をしたい いう極めて強い思いを持っていたこと 描かれている。例えば、忠直の五十年忌の際に、恵峯和尚に弔 の仕方を尋ねたと う（五の七一
（。また、同じ
































なくはなかった。そこで光茂は、早世した子供の供養のために寺を建てた。その寺が善応庵である。善応庵は曹洞宗 寺院である。与賀社や本庄社などと同様、現在の佐賀市本庄町本庄にある。それは、六歳で早世した光茂の子・左内の部屋を遣わし 達の菩提のために光茂が建立し、 号を移したものである（六の一九六
（。すな


























想とした佐賀鍋島藩の武士道における深 主従関係とは矛盾するものであったように思われる。というのも、子供へ 愛情は生まれつき本能に基づくもの が、他方、義理を重視した直茂（三の一
（
や、

































書は長短の説話に分かれているが、本稿で参照する際には、 「序 」以外の箇所は、上段に聞書、下段各に説話の番号を記し、 （一の二
（
など








































































ている。すなわち、あ とき鍋島茂里が、戦勝祈願のため愛宕神社に参りたいと申し出たところ、父茂賢が立腹して、祈る必要はない、鍋島の先手は、愛宕権現が敵方から現 たら、真っ二つに叩き切って先手を務めるべきであるといっ いう（八の五九
（。あるいは、主君であった




























果、生存が神仏祈願の目的であった とは対照的に 泰平期 武士は御家存続と子孫の繁栄のための神仏信仰や寺社崇敬の傾向 強まったとする。そして、それを裏付ける一例として、この子供達の武運長久、息災延命を祈る光茂の願文が挙げられている しかし、本稿 の考察を踏ま
16『葉隠』における武士の超越者との関わりについて
えると、戦国期の直茂の願文には概ね種村説が当てはまるとしても、さらに、御家存続のために家臣との関係を重視した勝茂の願文と対比するならば、光茂の願文は、同じく御家存続のためとはいっ も、家臣との関係よりも子供への本能的な愛情を重視しているものというように、その特徴をより詳細に理解できよう。
